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令
和
三
年
度
各
部
会
の
活
動
実
績
報
告

部
会
長
　
尾
坂

清

合
同
防
災
訓
練
を
＝
月
１４
日
に
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
が
、　
コ
ロ
ナ
禍
の
為
中

止
と
し
ま
し
た
。

■
Ｉ

Ｉ
群
〓
一
（
５
月
１４
日
）
◆
自
己
紹

介
、
部
会
長
の
選
出
◆
各
自
治
会
長
よ

り
防
災
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

箕

■
〓
彗
妻

（７
月
１６
日
）
◆
合
同
防
災

訓
練

（９
自
治
会
）
に
つ
い
て
◆
地
区
防

災
拠
点

（
７
避
難
所
）
打
ち
合
せ
会
確
認

◆
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
申
請
状
況
確
認

菫
■
■
鷲
食
（８
月
１７
日
）
◆

「
子
ど
も

見
守
り
活
動
」
実
態
調
査

に
つ
い
て

鶴
嶺
東
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の
全

部
会
共
通
事
業
と
し
て
防
災
減
災
部
会

は
鶴
嶺
小
学
校

・
鶴
嶺
中
学
校
の
２
校

を
担
当
し
た
◆
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
申
講

６
自
治
会
２
０
９
台
申
請
済

糠
難
難
部
篠
一
（１１
月
１９
日
）
◆
各
自
治

防
災
会
の
連
絡
網

・
組
織
表
提
出
◆
各

自
治
会
の
防
災
訓
練
状
況
確
認

箕
二
腱
難
姜

（
１
月
１４
日
）
◆
各
自
主

防
災
会
の
連
絡
網

・
組
織
表
最
終
確
認

９
自
治
会
の
避
難
所
別
組
織
表
が
ほ
ぼ

完
了
◆
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
申
請
　
最
終

計

７
自
治
会
２
２
３
台
◆
防
災
用
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー

（２７
台
）
状
況
確
認
　
２
０

１
６
年
鶴
嶺
東
地
区
連
合
会
よ
り
支
給

品
　
機
器
の
管
理
表
作
成
す
る
◆
街
頭

消
火
器
等
を

「あ
な
た
の
街
」
地
図
に

記
載
　
衛
頭
消
火
器

・
移
動
式
格
納
庫

・
防
災
倉
庫
を
鶴
嶺
東
地
区
ま
ち
ぢ
か

ら
協
議
会
の
共
通
事
項
と
し
て
、
各
自

治
会
区
内
を
３
月
末
ま
で
に
調
査
し
来

年
度
早
々
に
地
図
を
作
成
す
る

「
ま

っ
ぷ
」
ｏ
ち
が
さ
き
」
地
震
対
策
を

ク
リ

ッ
ク
す
る
。
ｎ
シ
ー

エ
ム
が
無
償

で
作
成

部
会
長
　
八
野
多
加
志

Ｉ

一
「
お■
〓

（
５
月
１４
日
）
自
己
紹
介
、

部
会
長
、
副
部
会
長
選
出
　
全
体
会
議

で
の
指
示
で
各
学
区
で
の
安
全
な
登
下

校
に
つ
い
て
意
見
交
換
　
報
告
の
纏
め

方
に

つ
い
て
次
回
志
で
に
項
目
の
た
た

き
台
を
準
備
す
る
事
を
決
定

第

〓
書
群
会

（
７
月
１６
日
）
た
た
き
台

を
基
に
浜
之
郷
小
学
校
及
び
鶴
が
台
中

学
校
に
各

３
名
で
訪
問
し
、
学
校
側
が

把
握
し
て
い
る
現
状
を
聞
き
取
り
調
査

実
施
　
主
に
登
下
校
路
の
危
険
箇
所

・

見
守
り
場
所

・
改
善
要
望
を
纏
め
て
協

議
会
本
部
に
提
出

箕
二
饉
部
彙
〓
（１１
月
１９
日
）
部
会
内
で

調
査
報
告
の
詳
細
を
説
明
し
情
報
を
共

有箕
藝
嶽
群
壼

（
「
月
１４
日
）
今
後
も
児

童
生
徒
の
安
全
な
登
下
校
を
継
続
し
て

見
守
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
事
を
確
認

来
年
度
は
ゴ
ミ
収
集
の
有
料
化
に
伴
う

違
法
投
棄
の
見
守
り
が
重
要
に
な
る
こ

と
を
確
認

児
童
生
徒
が
安
全
に
登
下
校
で
き
る
環

境
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
多
く
の

問
題
が
あ
る
事
が
判
明
し
た
。‐
今
後
は

多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
見
守

り
活
動
を
よ
り
推
進
し
、
住
民
が
安
心

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。部

会
長
　
山
上
　
壽
子

筆

一
理
撃
壼

（
５
月
１４
日
）
◆
自
己
紹

介
、
部
会
長
の
選
出
◇
ま
ち
ぢ
か
ら
に

お
け
る
今
年
度
の
活
動
方
針
の
確
認

薔

〓
嘉
諄
会

（
７
月
１６
日
）
◆
学
区
ご

と
の
見
守
り
状
況
聞
き
取
り
調
査
に
向

け
て
◇

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
活
動
の
難

し
さ
と
、
部
会
構
成
メ
ン
バ
ー
が
仕
事

を
持

つ
子
育
て
現
役
保
護
者
で
あ
る
こ

と
か
ら
日
程
調
整
も
難
し
く
、
話
し
合

い
の
結
果
、
学
区
の
代
表
が
担
当
す
る

こ
と
に
決
定

篠
Ｉ
懸
熱
書

（＝
月
１９
日
）
◇
聞
き
取

り
調
査
報
告
◇
学
区
に
お
け
る
意
見
交

換
　
事
件

，
事
故
に
つ
い
て
心
配
な
事

案
の
共
有
．
学
校
、
地
域

で
の
子
ど
も

の
様
子
に
つ
い
て
意
見
交
換
◇
旗
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
意
見
交
換

〓
墨
饉
綿
会

（
１
月
１４
日
）
◇
令
和
３

年
度
の
振
り
返
り
　
部
会
構
成
メ
ン
バ

ー
各
々
が
所
属
し
て
い
る
団
体
か
ら
の

代
表

（
１
年
交
代
の
メ
ン
バ
ー
が
多
い
）

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
部
会
独
自
の
活

動
を
見
出
す
こ
と
が
難
し
く
、
立
ち
上

げ
当
初
か
ら
情
報
交
換
が
中
心
の
活
動

と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
ま
ち
ぢ
か
ら
全
体
の
活
動
テ
ー

マ
が
設
け
ら
れ
、
聞
き
取
り
調
査
の
実

施
と
結
果
を
聞
き
、
改
め
て
子
ど
も
た

ち
が
見
守
ら
れ
て
い
る
地
域
で
生
活
を

し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
と
の
声
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
現
役
世
代
の
活
動

へ
の
協
力
は
大
変
な
面
も
多
く
あ
り
ま

す
が
、
出
来
る
と
き
に
出
来
る
活
動
を

呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
．

部
会
長
　
下
江
　
晴
治

令
和
三
年
度
の
活
動
も
オ
ミ
ク

ロ
ン
株

の
急
拡
大
に
伴
い
、
外

で
の
活
動
に
限

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
見
守
り

・
清
掃

・

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
等
は
５
～
６
名
で
間
隔

を
保
ち
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
．

仲
間
と
の
会
話
や
共
同
作
業
を
通
じ
る

こ
と
で
絆
を
深
め
、
健
康
に
も
良
い
結

果
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

個
人
で
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で

一
日

の
目
標
を
作
り
実
行
し
て
み
る
の
も

一

つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍

が

下
方
傾
向
に
な
れ
ば
各
地
区
に
て
サ

ロ
ン
等
を
開
き
、
カ
ラ
オ
ケ
、
お
し
ゃ

べ
り
、
囲
碁
、
将
棋
等
を
通
じ
て
通
い

の
場
を
作
り
、
健
康
増
進
に
少
し
で
も

役
立
て
ば
と
思
い
ま
す
，
い
ず
れ
に
し

て
も
色
々
な
行
事
活
動
は

コ
ロ
ナ
終
息

に
か
か

っ
て
お
り
ま
す
。　
一
日
も
早
く

以
前
の
様
な
生
活
が
我
々
の
も
と
に
戻

っ
て
く
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

部
会
長
　
坪
井

　

一
樹

本
年
度
令
和
三
年
も

コ
ロ
ナ
騒
動
に
翻

弄
さ
れ
た
年
で
し
た
．

福
祉
部
会
と
し
て
の
課
題
が
見
送
り
と

な
り
ま
し
た
。

一
方
、
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
よ
り
各
部

会
共
通
の
大
き
な
課
題

「
子
ど
も
の
見

守
り
活
動
」
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
，

実
情
調
査
か
ら
始
ま
り
、
当
地
区
の
通

学
路
危
険
個
所
、
防
犯
危
険
個
所
、
見

守
り
講
習
、
情
報
交
換
な
ど
の
実
態
が

明
確
化
さ
れ

つ
つ
改
善
の
方
向
に
向
か

い
、
終
わ
り
の
な
い
活
動
に
な

っ
た
こ

と
は
有
意
義
で
し
た
ｔ

当
地
区
は
養
護
学
校
を
含
む
小

・
中
学

校
８
校
が
あ
り
、
そ
の
内
２
校
を
実
情

調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
志
し
た
．
そ
れ

ぞ
れ
の
代
表
者
様
は
真
剣
に
問
題
点
を

提
え
ら
れ
て
い
て
改
善
を
図
る
上
で
参

考
に
な
り
讚
し
た
。

全
国
的
に
危
険
通
学
路

の
見
直
し
の
時

期
と
も
重
な
リ
タ
イ
ム
リ
ー
な
課
題
で

あ

っ
た
と
思
い
志
す
。

具
現
化
に
基
づ

い
て
子
ど
も
の
安
心
、

安
全
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
三
年
度
は
、各
部
会
独
自
の
活
動
に
加
え
て
、
全
部
会
の
共
同
事
業
と
し
て

「子
ど
も
見
守
り
活
動
」
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た



鶴嶺東まちぢからスタラム

「地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
る
・育
む
、

地
域
も
子
ど
も
と
共
に
育
つ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、鶴
嶺
東
地
区
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
は

全
部
会

一
九
と
な
っ
て
「子
ど
も
を
見
守
る
活
動
」を
事
業

と
し
て
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

鶴
嶺
東
地
区
に
は
小
学
校
４
校
、
中
学
校
３
校
そ
し
て
養
護
学
校
１
校
の

計
８
校
が
あ
り
、
生
徒
数
は
約
四
千
名
に
及
び
ま
す
。　
一
方
、
当
該
地
区

の
通
学
路
に
は
、
国
道
、
県
道
、
鉄
道
踏
切
、
狭
陰
か
つ
自
動
車
の
往
来

多
い
道
路
、
狭
い
道
路
、
交
通
量
の
多
い
交
差
点
な
ど
危
険
な
箇
所
が
多

く
存
在
す
る
た
め
、
交
通
安
全
や
防
犯
の
リ
ス
ク
を
地
域
ぐ
る
み
で
低
減

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
見
守
り
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
区
ご
と
に
通
学
時
を
中
心
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
他
学
区
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

情
報
共
有
の
仕
組
み
が
な
い
た
め
、
他
学
区
の
取
り
組
み
の
良
い
と
こ
ろ

を
取
り
入
れ
た
り
、
問
題

攣
課
題
の
共
有
化
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
ま
ず
、
昨
年
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
、
各
校
の
見
守
り
活
動
に

現
状
調
査
を
部
会
ご
と
に
分
担
し
て
行
い
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
と
し

て
、
鶴
嶺
小
学
校
区
に
お
け
る
取
り
組
み
は
見
守
り
活
動
の
手
本
に
な

り
う
る
こ
と
が
わ
か
り
、

‐１
月
開
催
の
全
部
会
で
調
査

・
結
果
の
情
報

共
有
を
行
い
ま
し
た
。
同
学
校
区
の
取
り
組
み
は
単
に
見
守
り
だ
け
に

と
ど
ま
ら
な
い
活
動
に
な

っ
て
い
ま
す
。
毎
年
通
学
路
の
危
険
箇
所
を

パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
把
握
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
見
守
り
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
こ
う
し
た
活
動
を
り
―
ド
す
る

「鶴
嶺
学
区
の
子
ど

も
を
守
る
会
」
を
立
ち
上
げ
て
、
交
通
安
全
教
室
や
歩
行
訓
練
な
ど
の

子
ど
も

へ
の
教
育
、
通
学
路
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
子
ど
も
と
保
護
者

へ
の
啓
蒙
、
見
守
り
講
習
会
の
実
施
に
よ
る
見
守
る
人

へ
の
教
育
、
情

報
交
換
会
を
通
じ
た
関
係
者
間
の
情
報
共
有
な
ど
、
学
区
全
体
に
も
広

報
活
動
を
通
じ
て
知
ら
せ
て
い
ま
す
。
活
動
概
要
を
左
上
図
に
ま
と
め

ま
し
た
。

鶴

て開始しましたが、今後は地域の方にも参加をお願いしたいと考えています。

る時に出来るだけしていただければ十分です。
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見守 り関係者 児童
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交通安全教室

歩行訓練

通学路コース・ミーティング

広報活動

今年度の見守り活動は主にまちぢから協議会の関係者によ■

ご自宅の前で、見守 り旗を持つての児童への声かけを、出辣

１０
月
に
本
協
議
会
の

「
子
ど
も
を
見
守
る
活
動
」
は

市
の
認
定

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
特
定
事
業
と
し
て
認
め
ら

れ
、
助
成
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
主
に
見

守
り
活
動
の
ツ
ー
ル
と
し
て
見
守
り
旗
の
作
成
費
用

に
使
用
し
ま
し
た
。
目
立
つ
可
愛
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン

が
好
評
で
す
。
作
成
し
た
見
守
り
旗
の
関
係
者

へ
の

配
布
も
開
始
し
、
見
守
り
活
動
に
活
用
し
て
い
き
ま

す
。

写
真
は
見
守
り
旗
を
持
つ
森
谷
会
長
で
、
旗
に
は
協

議
会
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

「鶴
の
マ
ー
ク
」
も
あ
し
ら

っ
て
お
り
ま
す
。

学校教職員

斃瞥琴中

情報交換会

通学路危険箇所チェック

」

保護者

見守 り講習会

一．一壌
壕
璃
一■
一一一鶴
聾
機
一一
響
鷹
壌
一一・一一一濯
燿
饉

．
■
一顔
難
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円蔵
11月 14日

8 : 50～ 11 :00 宅、円蔵地内

区域内の全災害対策地区防災拠点を利用 し各自治会が同じ目に一斉に実施する予定でしたが

新型コロナ禍を踏まえて合同訓練は中止 し、 9自 治会が独自に安否確認などを実施 しました。
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国 実施 目 “時間 訓練場所 訓練種目 参加人数 費麗

自治会か ら組長 班長が班内の状況確認わ

組長 (無線使用)‐本部

安否確認 (自 治会員・

避難行動要支援者 )、

防災用備品展示説明会

安否確認 (要支援者含む )

白色タオル掲示確認

安否確認 (要援護者として3歳

以下含む)、 安否確認表更新、

事前説明会、無線機電波障害解消

用アンテナ =ボータブル電源展示

矢 畑

西久保

浜之郷

下町屋

T8S

サニータウン

茅ケ崎

ホームタウン

茅ケ崎

11月 14圏

8 : 30～ 11 : 30

11月 14日

9 : 00～ 10 : 45

第一次避難場所

矢畑 自治会館

(本部 )

本社富境内

自治会館

顔見せ場

(細 5グループ)

自治会本部

11月 14日

9 1 00～ 12 1 00

187

100

3518

参加率

80.3%

1213軒

ヘルメッ ト

更新

34,298

予備ガス

バーナー

148,500

折 りたたみ式

水保存袋

24,410

避難行動

リーフレッ ト

11月 14日

8: 00～ 10:30
自治会館

自治会館

(自 治会本部 )

管理事務所

防災倉庫

集会所

コ ミュ_ァ ィ

ルーム

茅ケ崎市まちぢから協議会連絡会  ・

>ト ツプページで鶴嶺東地区をクリック!

安否確認、発電機など器具取扱

しヽ訓練、防災倉庫備品チ ェック、

防災マニュアル説明

87

安否確認、要支援者へ声掛け 60

防災本部立上げ、情報収集、非常

用発電機稼働、無線機通信確認
12

安否確認

防災備品見学
278

防災ミーティング

11月 14日

8 1 00～ 10 1 45

10月 24日

9: 00～ 11 :00

11月 14日

9 : 00～ 10: 30

ライオンズ

茅ケ崎ザ・

アイランズ

11月 14日

13 1 30～ 15 :00
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ご覧いただけます

鶴嶺東地区まちぢから

協議会の最新情報を
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記
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